
【平成２８年度 第２回 男女共同参画懇話会議事要旨】

日 時：平成２８年８月１８日（木）１０：００～１２：００

場 所：市役所 東館１階 会議室５

出席者：委 員…望月、三輪、緒方、斎藤、青木、加藤（億）、鈴木、日置

    欠 席…加藤（浄）

     事務局…粂課長補佐、牧野

 傍聴者：０名

１． あいさつ

望月会長より挨拶

２． 議題

（１）男女共同参画川柳・標語選考について（事務局から説明）

○これまでの応募の流れ、応募数（結果）、今後の選考スケジュールを報告

（８／２４の最終選考会にて今年度の入賞作品が決定）

・「高校・一般」部門の応募数が減っているのはどうしてか。

→昨年通り周知及び依頼をしている。高校については、授業の進め方によって、毎年ある

程度は変動すると思われる。

・高校生は、取り組む際の授業内容によって作品の傾向が明確に違う。

（２） 男女共同参画フェスタの役割分担及び懇話会の関わり方について（事務局から説明）

○懇話会の関わり方について、男女共同参画社会の推進に関することを担任するということ

で、フェスタにおいても同様に関わる。

○基本的には市民協働課が主体となり動いていくが、それぞれの段階において、事前に懇話

会にて協議する場を設ける。

○フェスタの運営協力は、すべての懇話会委員へ依頼し、「聴講」も役割として考える。

 ・アトラクションの設定について、予算はどのくらいか。

  →約５０万円。

 ・受付以外は特に役割がないように感じるので、メンバー全員出席でなくてもよいのでは…

  →特定の方にということではなく、都合がつく方は出席し、１～４までの役割を担ってい

ただきたい。

  →まだ予定がわからない方もみえるので、わかり次第市民協働課へご連絡いただく。



（３） 男女共同参画フェスタの計画について（事務局から説明）

○前回の開催要領からの変更点→入場整理券の配布はしない、集客が課題となっている。

○集客を依頼するため、まず講演者について理解を深めることが必要。講演者の著書から抜

粋したテーマについて意見交換

（内容全体）

・チラシの案はあるのか、テーマは決まっているか。

 →チラシの作成については現在取り組んでいる。テーマは仮題として「自分らしく生きら

れる社会に向けて…」としているがまだ決定ではない。

 ・文化協会の構成を見ても女性が圧倒的に多く、いろいろな催しに参加するのもほとんどが

女性である。男性は定年後に時間ができても、その使い方や楽しみ方がわからない。その

ような男性にも生きるヒントになるような講演になるとよい。

  →若い世代の男性が、朝活（勉強会）に取り組んでいるのを見かける。男性も階層化して

いると感じる。

 ・見えないカリキュラム（固定的な考え）があり、いつの間にか皆にそのような考えが浸透

しているが、そのような社会にならないきっかけのような言葉が講演者から出るとよい。

 ・ＬＧＢＴなどに配慮し、アンケート欄に男性・女性に加え「その他」欄を設けてはどうか

という意見があった。そのような何気ない発見を講演に盛り込んでもらえたらよい。

 ・講演者自身が経験した内容（ラグビーのこと）が聴けるとおもしろい。

 ・表彰式とアトラクションの時間を入れ替えたり、最後に抽選会を行ったり、途中で帰らせ

ない工夫をするべき。

 （ＰＲ）

 ・関係機関に動員をかけた方がよいのでないか。

  →強制的なもの、ノルマのようなことはしない予定。

 ・参加ＰＲのところに「女性団体」とある。女性団体に設定していることに違和感がある。 

  →例として記載しているが、できる限りいろいろな団体へＰＲしていく予定。

・入場整理券の配布もなしで集客も課題となっている状況では不安を感じる。名前の記入を

お願いするなど、配布の際に工夫すれば、入場整理券を配布する方法もよいと感じる。

  →これまで行っていなかった、各団体への説明及びチラシ配布をできる限り行って、ＰＲ

する予定。

 （テーマ）

・あまり漠然としたテーマにすると、自分とは関係ないと思われてしまうかもしれない。

・「憲法」をテーマに入れると敬遠される恐れがあるので、より身近な言葉にした方がよい。

・ターゲットが偏っているようなテーマにすると、男女共同参画とならない。



（著書）

 ・資料では、２０・３０代の女性を対象としているように感じた。どの世代の方でもあては

まるようなものにした方がよい。また、当事者よりも周囲の捉え方が大事なので、そのよ

うな方を対象にした講演内容にしてはどうか。

 ・自己決定権があってもなかなかできない世の中なので、日常生活に置き換えて知ってもら

う必要がある。

 ・「入籍」という言葉に非常に違和感がある。芸能人などがよく使い、雑誌等にもそのように

出るのでその影響が大きい。

→事実婚と法律婚を分けて、登録したという意味で使っていると思い、あまり違和感はない。

３． その他

男女共同参画フェスタのチラシが完成したら、懇話会委員へ送付する。

女性活躍推進企業向けセミナー（瀬戸市主催）パンフレットのご案内を机上配布した。

４． 次回開催日 

第３回を年明け１・２月頃で日程調整する予定。


